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本
事
業
は
地
域
活
性
化
に
資
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を

目
的
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
作
り
と
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
の
た
め
に
伝
統
文
化
や
音
楽
の
講
習
会
を
開
催
し
、
習
得
し
た

知
識
と
手
技
を
生
か
し
て
活
動
す
る
高
齢
者
福
祉
お
よ
び
外
国
人
留

学
生
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
に
必
要
経
費
の
一
部
を
支

援
し
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
。

ア　

芸
術
・
伝
統
文
化
講
習
会
の
開
催

　
　
「
京
都
鴨
沂
会
文
化
教
室
」

イ　

地
域
活
性
化
に
資
す
る
自
主
的
グ
ル
ー
プ
活
動
の
支
援

ウ　

高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

エ　

留
学
生
の
伝
統
文
化
学
習
と
生
活
適
応
の
た
め
の
支
援
活
動

　
　
「
高
校
留
学
生
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」

　
　
「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
教
室
」

　

令
和
２
年
度
、
鴨
沂
会
の
公
益
目
的
事
業
第
２
部
門
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
活
動
を
大
幅
に
制
限
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

例
年
な
ら
ば
、
福
祉
施
設
や
医
療
機
関
な
ど
で
の
コ
ー
ラ
ス
、
楽

器
演
奏
、
民
謡
、
書
道
、
華
道
、
茶
道
な
ど
多
彩
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
年
間
約
40
件
も
行
わ
れ
て
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
２
年
度
以
降
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
受
け
入
れ
側
も

奉
仕
側
も
活
動
を
自
粛
し
て
い
る
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
員
の
派

遣
と
助
成
を
行
う
本
事
業
部
門
は
休
止
状
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
毎
年
秋
に
行
わ
れ
て
い
た
「
高
校
留
学
生
及
び
外
国
人
に
対

す
る
日
本
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」
も
、
出
入
国
が
制
限
さ
れ
て
い

る
た
め
受
講
生
が
無
く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
の
た
め
の
伝
統
文
化
習
得
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
担
い
手
育
成
を
目
指
す
「
京
都
鴨
沂
会
文
化
教
室
」
は
、
各
分

野
の
特
性
に
従
っ
て
異
な
る
対
応
を
と
っ
て
い
ま
す
。原
則
と
し
て
、

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
中
は
休
講
と
し
、
解
除
後
は
各
講
座
の
内
容

を
踏
ま
え
た
講
師
の
判
断
に
お
ま
か
せ
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
茶
道

や
書
道
は
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
ま
る
ま
で
休
講
、
そ
の
他
、
三
密
が
避

け
ら
れ
る
分
野
、
絽
ざ
し
な
ど
で
は
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
た
上
で

開
講
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
、
日
本
伝
統
文
化
の
「
香
道
」
が
文
化
教
室
に

加
わ
り
ま
し
た
。又
こ
れ
ま
で
の「
謡
曲
教
室
」が
名
称
も
新
た
に「
能

楽
教
室
」
と
し
て
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
謡
い
・
仕
舞
・
奏
楽

に
わ
た
っ
て
学
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
鴨
沂
会
館
は
Wi-

Fi
の
設
備
を
整
え
た
か
ら
、
出
来
る
だ

け
多
く
の
活
動
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
あ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
と

人
材
育
成
の
た
め
の
講
習
会
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り
、
確
か
に
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
利
便
性
は
大
き
く
、
理
論

や
技
術
の
習
得
に
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
日

本
伝
統
文
化
の
よ
う
に
場
の
空
気
と
も
言
う
べ
き
核
心
的
な
も
の
が

果
た
し
て
電
波
に
乗
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
文
明
の

利
器
も
そ
の
利
点
と
限
界
を
弁
え
た
上
で
、
適
切
に
活
用
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
こ
そ
心
を
合
わ
せ
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

を
抑
制
し
、
豊
か
な
学
び
と
共
生
の
活
動
を
速
く
取
り
戻
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。�

（
矢
島　

芳
枝　

記
）

香
道
教
室
を
始
め
ま
し
た
。

�

香
道
教き
ょ
う
り
ん
ぼ
う
り
ゅ
う

林
坊
流�

葭か
ふ
う
か
い

風
会　
　

早は
や
か
わ川　

光こ
う
さ
い菜

　

今
か
ら
千
五
百
年
ほ
ど
前
、
仏
教
の
伝
来
と
と
も
に
大
陸
か
ら
伝

わ
っ
て
き
た
お
香
。
ま
た
日
本
書
紀
・
聖
徳
太
子
伝
略
に
は
、
推
古

三
年
（
五
九
五
年
）
淡
路
島
に
大
き
な
木
片

が
流
れ
着
き
、
島
人
が
こ
の
木
片
を
竈
に
く

べ
る
と
、
た
ち
ま
ち
辺
り
一
面
に
良
い
香
が

立
ち
込
め
、
驚
い
た
島
人
は
こ
れ
を
朝
廷
に

献
上
。
聖
徳
太
子
が
沈じ

ん
こ
う香

だ
と
鑑
定
さ
れ
、

そ
の
香
木
で
観
音
像
を
お
作
り
に
な
っ
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

香
木
は
昔
も
今
も
日
本
で
は
採
る
こ
と

が
で
き
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
の
方
で
し
か
採

取
で
き
ま
せ
ん
。
朽
ち
た
木
の
中
の
樹
脂
が
、
何
百
年
と
か
け
て

熟
成
・
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
比
重
が
重
た
く
水
に
沈
む
た
め
、

「
沈じ

ん
す
い
こ
う
ぼ
く

水
香
木
（
沈じ
ん
こ
う香
）」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

遠
い
道
の
り
を
経
て
や
っ
て
き
た
大
変
貴
重
な
香
木
は
、
神
仏
へ

の
捧
げ
物
、
そ
し
て
神
仏
に
向
か
う
わ
が
身
を
浄
め
る
た
め
の
も
の

で
す
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
香
と
の
関
わ
り
が
変
化
し
て
ゆ

き
ま
す
。

　

八
九
四
年
に
遣
唐
使
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
唐
風
一
色
だ
っ
た

様
々
な
意
識
が
、
日
本
の
気
候
風
土
と
あ
い
ま
っ
て
、
日
本
独
自
の

文
化
「
国
風
文
化
」
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

四
季
の
移
ろ
い
を
愛
で
歌
に
詠
み
、
色
に
変
え
て
身
に
纏
い
、
香

り
に
託
し
て
衣
に
た
き
し
め
る
…
こ
う
し
た
優
美
さ
が
貴
族
社
会
に

お
け
る
大
切
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

　

鎌
倉
・
室
町
時
代
に
入
り
ま
す
と
、
一
木
の
香
り
を
極
め
る
精
神

性
が
尊
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
香
り
を
嗅
ぐ
と
は
言
わ
ず
、「
聞

く
」
と
表
現
し
、
香
木
と
向
き
合
い
ま
す
。
神
経
を
集
中
さ
せ
、
感

覚
を
研
ぎ
澄
ま
せ
、
細
か
な
こ
と
に
も
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
香
り
を

聞
き
ま
す
。

　

沈
香
は
伽き

ゃ
ら羅
・
羅ら
こ
く国
・
真ま
な
ば
ん

南
蛮
・
真ま

な

か
那
賀
・
佐さ

そ

ら
曽
羅
・
寸す
ん
も
ん
だ
ら

門
多
羅

の
六
種
に
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
香
り
を
甘
・
酸
・
辛
・
鹹
・
苦
の

五
味
に
あ
て
は
め
「
六り

っ
こ
く
ご
み

国
五
味
」
と
し
て
分
類
さ
れ
、
貴
重
な
香
木

を
最
上
の
状
態
で
炷た

く
た
め
の
作
法
が
確
立
し
ま
し
た
。
香
道
と
し

て
完
成
し
、
茶
の
湯
や
立
花
と
同
じ
く
、
華
や
か
な
東
山
文
化
の
一

躍
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

香木
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こ
の
度
、
京
都
鴨
沂
会
文
化
教
室
に
香
道
教
室
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

教
室
で
は
、
香
木
を
炷た

く
作
法
（
手
前
）
の
稽
古
、
和
歌
や
古
典

文
学
に
触
れ
な
が
ら
の
香
り
の
観
賞
、
香
袋
の
季
節
の
花
結
び
な
ど

伝
授
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
せ
。

能
楽
教
室
の
開
講
に
あ
た
っ
て

�

彩
雲
会
会
員　
　

宇
治
田
惠
子

謡
曲
教
室
の
足
跡　

　

京
都
鴨
沂
会
伝
統
文
化
教
室
「
謡
曲
教
室
」
を
よ
り
発
展
さ
せ
る

為
に
今
春
一
旦
閉
講
と
し
今
般
、教
室
名
も
「
能
楽
教
室
」
と
改
め
、

新
た
に
開
講
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
事
は
謡
曲
教
室
の
生
徒
の
一
人

と
し
て
大
変
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

　

鴨
沂
会
謡
曲
教
室
の
誕
生
と
歩
み

は
八
十
有
余
年
を
遡
り
ま
す
。
金
剛

流
の
高
弟
で
お
ら
れ
た
高
岡
鵜
三
郎

師
を
祖
父
と
し
て
大
正
三
年
に
京
都

市
、
烏
丸
松
原
に
て
お
生
ま
れ
に

な
っ
た
高
岡
歳
子
先
生
と
の
ご
縁
に

端
を
発
し
ま
す
。
歳
子
先
生
は
幼
少

の
頃
よ
り
鵜
三
郎
師
に
就
き
、
謡
い

仕
舞
の
お
稽
古
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
八
年
京
都
府
立

第
一
高
等
女
学
校
研
究
科
を
ご
卒
業
さ
れ
、
本
格
的
に
初
世
金
剛
巌

宗
家
に
入
門
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
十
二
年
鴨
沂
学
園
に
て
仕
舞
の
教
授
と
な
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
の
事
は
先
生
の
著
書
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
お
ら
れ
ま

す
。

　
「
昭
和
十
二
年
師
範
免
許
。
彩
雲
の
号
を
頂
き
、
彩
雲
会
結
成
。

鴨
沂
学
園
へ
仕
舞
教
授
と
し
て
勤
め
る
。
昭
和
十
四
年
三
月
、
同
好

会
三
十
人
の
女
生
徒
の
仕
舞
の
会
を
、
学
園
二
階
の
畳
敷
大
広
間
で

開
催
し
た
。
そ
の
時
金
剛
先
生
は
書
生
さ
ん
を
つ
れ
て
見
に
来
て
下

さ
っ
た
。
特
に
『
二
人
静
』
と
『
葛
城
』
が
良
く
出
来
た
と
賞
め
て

頂
き
、
み
ん
な
も
良
く
出
来
た
か
ら
と
云
っ
て
、『
褒
美
に
三
十
本

の
扇
子
を
差
し
上
げ
ま
す
』
と
約
束
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
、
紺
の
地

紐結び

お手前の様子

平成３年11月　旧金剛能楽堂にて
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紙
に
、表
に
金
泥
で
大
竹
、裏
に
は
、道
歌
を
銀
泥
で
お
書
き
下
さ
っ

た
。

　

音
曲
は
唯
大
竹
の
ご
と
く
に
て

　
　
　
　

す
な
ほ
に
清
く
節
す
く
な
け
れ

　

先
生
は
毎
日
毎
夜
そ
の
お
扇
子
を
一
本
一
本
丁
寧
に
書
か
れ
生
徒

と
の
約
束
を
果
た
さ
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
お
母
さ
ん
に
な
る
人
に
日
本
の
能
の
心
を
、
し
っ
か
り

教
え
る
様
、
私
に
く
り
返
し
申
さ
れ
た
先
生
で
あ
っ
た
。」

　

昭
和
二
十
三
年
に
は
金
剛
流
初
の
女
流
職
分
と
な
ら
れ
、
二
十
四

年
の
「
井
筒
」
初
演
、
三
十
九
年
「
道
成
寺
」
四
十
一
年
「
定
家
」

四
十
三
年
「
徹
」
四
十
五
年
「
江
口
」
四
十
八
年
「
鸚
鵡
小
町
」

五
十
年
「
芭
蕉
」
五
十
二
年
「
玉
葛
」
五
十
四
年
「
松
風
」
五
十
八

年
「
井
筒
」
六
十
年
「
熊
野
」
六
十
二
年
「
姥
捨
」
平
成
元
年
「
大

原
御
幸
」
三
年
「
楊
貴
妃
」
七
年
「
野
宮
」
九
年
「
落
葉
」
と
数
多

く
の
能
を
演
じ
ら
れ
又
、
昭
和
二
十
五
年
よ
り
金
剛
定
期
能
に
お
い

て
仕
舞
の
出
演
を
始
め
ら
れ
た
。

　

他
方
、
三
十
四
年
に
は
、
鴨
沂
高
校
謡
曲
ク
ラ
ブ
を
ご
指
導
、
又

四
十
五
年
に
は
鴨
沂
会
謡
曲
教
室
「
翠
嶺
会
」
を
発
足
さ
れ
る
な
ど

卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
、
昭
和
六
十
一
年
に
日
本
能
楽
協
会

よ
り
長
年
の
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
子
先
生
が
九
十
二
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
ち
も
、
鴨
沂

会
の
教
室
に
て
、
稽
古
時
の
歳
子
先
生
の
録
音
テ
ー
プ
や
、
演
能
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
拝
見
し
な
が
ら
先
輩
師
範
諸
姉
を
中
心
に
稽
古
を
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

年
を
経
て
彩
雲
会
、
翠
嶺
会
、
の
今
後
に
つ
い
て
皆
様
と
の
お
話

合
い
の
結
果
を
受
け
て
、
鴨
沂
会
「
謡
曲
教
室
」
を
ご
宗
家
に
お
返

し
す
る
べ
く
、
愈
々
今
春
、
鴨
沂
会
よ
り
文
化
教
室
担
当
の
矢
島
理

事
、
彩
雲
会
よ
り
矢
木
氏
、
宇
治
田
の
三
名
で
、
烏
丸
の
金
剛
能
楽

堂
に
宗
家
、
若
宗
家
を
お
訪
ね
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
私
共
の
願

い
を
お
汲
み
い
た
だ
き
金
剛
流
能
楽
教
室
と
し
て
受
け
継
い
で
戴
け

る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

又
若
宗
家
よ
り
御
推
薦
を
戴
き
シ
テ
方
金
剛
流
能
楽
師
、
新
進
気

鋭
の
若
き
惣
明
貞
助
先
生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
す
る
こ
と
に
な
り

大
き
く
動
き
出
し
ま
し
た
事
望
外
の
喜
び
で
す
。

　

※�

文
中
の
年
号
、
事
柄
に
つ
い
て
は
高
岡
歳
子
著
「
能
の
家
に
生

ま
れ
て　

月
や
あ
ら
ぬ
」（
平
成
十
四
年
十
一
月
十
八
日
発
行
、

美
術
出
版
㈱
八
宝
堂
）
よ
り
抜
粋
し
ま
し
た
。

能
楽
教
室
の
始
ま
り
に
あ
た
っ
て

�

シ
テ
方
金
剛
流
（
宗
家
直
門
）　

能
楽
師　
　

惣
明　

貞
助

　

こ
の
度
、
若
宗
家
よ
り
能
楽
教
室
の
講
師
を
任
さ
れ
た
事
大
変
光

栄
に
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
大
変
に
歴
史
あ
る
教

室
を
引
き
継
ぐ
形
に
な
り
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
御
座
い
ま
す
。

　

私
は
平
成
十
八
年
に
金
剛
流
能
楽
師
で
あ
っ

た
故
宇
高
通
成
に
師
事
し
た
こ
と
を
契
機
に
能

楽
に
触
れ
、
そ
れ
に
魅
了
さ
れ
玄
人
を
志
す
よ



公
益
社
団
法
人
京
都
鴨
沂
会
へ
の
参
加
お
誘
い

　

こ
の
法
人
の
事
業
に
賛
同
す
る
個
人
あ
る
い
は
団
体
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
入
会
で
き
ま
す
。
公
益
社
団
法
人
の
一
員
と
し
て
社
会
貢
献
す
る
た

め
に
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

法
人
の
目
的
と
公
益
目
的
事
業

　

こ
の
法
人
は
、
教
育
・
文
化
・
芸
術
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
資

す
る
事
業
を
行
い
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
り
、
公
共
の
利
益
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

��

高
校
教
育
を
振
興
す
る
た
め
に

�

「
高
校
生
奨
学
金
」

�

「
高
校
教
育
支
援
助
成
費
」

��

高
齢
者
福
祉
の
促
進
の
た
め
に

�

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
育
成
の
伝
統
文
化
教
室
」

�

「
高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
助
成
」

��

国
際
相
互
理
解
の
促
進
の
た
め

�

「
高
校
留
学
生
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」

�

「
留
学
生
伝
統
文
化
個
別
指
導
」

��

生
涯
教
育
と
福
祉
教
育
の
た
め
に

�

「
教
養
講
座
」

申
込
方
法

　

入
会
金
に
会
費
を
添
え
て
京
都
鴨
沂
会
事
務
所
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

　
　
　
　

入
会
金�（
正
会
員
、
賛
助
会
員
と
も
）�

５
０
０
円

　
　
　
　

正
会
員
年
会
費��

２
０
０
０
円

　
　
　
　

賛
助
会
員
年
会
費�

一
口�

１
０
０
０
０
円
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う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成

二
十
五
年
よ
り
二
十
六
世
宗
家
、
金

剛
永
謹
先
生
の
元
で
七
年
間
の
住
み

込
み
の
修
業
を
終
え
た
ば
か
り
の
者

で
御
座
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
芸
に
精
進
し
て
い
る
途

中
で
は
御
座
い
ま
す
が
、
皆
様
に
能

楽
の
魅
力
を
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

能「石橋」より


